
２

法
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

法
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

法
第
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
教

育
訓
練
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
援
助

の
内
容

（
新
設
）

（
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の

技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
二
（
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

労
働
者
派
遣
事
業
の

適
正
な
運
営
の
確
保

及
び
派
遣
労
働
者
の

保
護
等
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則

第
二
十
一
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
書
面

の
記
載

労
働
者
派
遣
事
業
の

適
正
な
運
営
の
確
保

及
び
派
遣
労
働
者
の

保
護
等
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則

（
新
設
）

第
三
十
三
条
の
三
第

三
項
の
規
定
に
よ
る

書
面
の
記
載

第
三
十
三
条
の
三
第

三
項
の
規
定
に
よ
る

書
面
の
記
載

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
一
年

労
働
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
法
第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
）

（
法
第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
）

第
二
十
五
の
三

法
第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
特
定
有
期
雇
用

派
遣
労
働
者
等
の
居
住
地
、
従
前
の
職
務
に
係
る

待
遇
そ
の
他
派
遣
労
働
者
の
配
置
に
関
し
て
通
常

考
慮
す
べ
き
事
項
と
す
る
。

第
二
十
五
の
三

法
第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
特
定
有
期
雇
用

派
遣
労
働
者
等
（
同
項
に
規
定
す
る
特
定
有
期
雇

用
派
遣
労
働
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
居
住

地
、
従
前
の
職
務
に
係
る
待
遇
そ
の
他
派
遣
労
働

者
の
配
置
に
関
し
て
通
常
考
慮
す
べ
き
事
項
と
す

る
。

（
法
第
三
十
七
条
第
一
項
第
十
三
号
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
事
項
）

（
法
第
三
十
七
条
第
一
項
第
十
三
号
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
三
十
一
条

法
第
三
十
七
条
第
一
項
第
十
三
号
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

第
三
十
一
条

法
第
三
十
七
条
第
一
項
第
十
三
号
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

第
二
十
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
聴

取
し
た
内
容

（
新
設
）

十
一
・
十
二

（
略
）

十
・
十
一

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
情
報
提
供
の
方
法
等
）

（
情
報
提
供
の
方
法
等
）

第
十
八
条
の
二

法
第
二
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
る
情
報
の
提
供
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
八
条
の
二

法
第
二
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
る
情
報
の
提
供
は
、
事
業
所
へ
の
書
類
の
備
付

け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な

方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
法
第
三
十
条
の
措
置
の
実
施
の
方
法
）

（
法
第
三
十
条
の
措
置
の
実
施
の
方
法
）

第
二
十
五
条
の
二

（
略
）

第
二
十
五
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

派
遣
元
事
業
主
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
（
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
ず
る
に

当
た
つ
て
は
、特
定
有
期
雇
用
派
遣
労
働
者
等（
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
有
期
雇
用
派
遣
労
働

者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）か
ら
、
当
該
特
定
有

期
雇
用
派
遣
労
働
者
等
が
希
望
す
る
当
該
措
置
の

内
容
を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十

八
号
）
第
二
十
三
条
第
五
項
、第
三
十
条
第
一
項（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

及
び
第
三
十
七
条
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者

の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久


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